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令和６年度第３回 

長沼町まち・ひと・しごと創生推進会議 

議事概要 
 

開催日時：令和 7年 3月 18日（火）15:00～16:10 

開催場所：長沼町役場３階会議室 

 

出席者：計 13名 

①委員：9名 

②事務局：4名 

③傍聴：1名 

 

１名傍聴参加の報告、会議公開の決定。 

半数以上の出席による会議成立の報告。 

 

次第 

１．開会 

２．挨拶 

３．議題 

（１）パブリックコメントの結果について 

（２）第３期長沼町人口ビジョン（案）及び第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略（案）について 

（３）その他 

４．閉会 

 

１．開会 

〇事務局：（開会）  

２．挨拶 

〇会 長：（挨拶） 

３．議題 

（１）パブリックコメントの結果について 

〇会 長：事務局から説明を行う。 

〇事務局：パブリックコメントの結果について説明（資料説明）。 

〇会 長：パブリックコメントは実施しても意見が提出されない場合が多いが、今回は３名の方から合計

28件寄せられた。町民の方々の関心があるのかなという印象。意見を拝見していると、より具

体的な内容を求めているように思うが、総合戦略等については概要を示し、事務局レベルで話

をし、町長にもご理解いただき、関係部署と連携しながら、より具体的な策については議会で

決定していくものと理解している。今回は事務局から説明があったように、ご意見を関係部署

と共有いただいて、必要に応じて吸い上げていく形にしていただき、案の修正は必要ないと思

うがいかがか。 

〇委 員： ≪異議なしの声≫ 
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〇会 長：パブリックコメントは町のホームページ等で公表されるか。 

〇事務局：はい。 

〇会 長：パブリックコメントの意見と町としての見解については、本会議内で了解しているという旨を

付記してまとめていただきたいと思うがいかがか。 

〇委 員： ≪異議なしの声≫ 

 

（２）第３期長沼町人口ビジョン（案）及び第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略（案）に

ついて 

〇会 長：事務局から説明を行う。 

〇事務局：第３期長沼町人口ビジョン（案）及び第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略（案）につい

て（資料説明）。 

〇会 長：総合戦略については、あくまで全体を見渡した計画を示すものであり、それに対して具体的に

何かをするのは議会や町長の仕事というふうに考えている。今回「努めます」という表現を「取

り組みます」や「図ります」と、実際に取り組んでいくことの覚悟が見え隠れする表現になっ

ていると思う。役場としてこのような形にしたということを良しとしたい思う。KPI や全体の

内容については、2月 10日の会議で了解いただいているので振り返りはしないが、言葉の表現

を修正するということでよろしいか。 

〇委 員： ≪異議なしの声≫ 

〇会 長：より強い意味で捉えていく、町民の方々にそういう覚悟を示すということをご理解いただきた

いと思っている。 

 

（３）その他 

〇会 長：その他について、事務局から説明があればお願いする。 

〇事務局：この会議は策定だけではなく、取組検証についても議論をいただく場としており、毎年度会議

を実施している。委員の任期は令和 8年 3月 3日までであるので、引き続きよろしくお願いし

たい。 

〇会 長：今回成案となり後ほど町長にも報告させていただく。鈴木委員と伊藤委員から資料いただいて

おり説明いただきたいと思うが、せっかくの場なので委員の皆様から一言ずついただきたいと

思う。 

〇柴田委員：パブリックコメントを経て、覚悟をさらに深めていこうという意思統一ができた。今後は我々

も含めてだが、それぞれ立場のあるところで具体的な取り組みを意識していくことで、行政、

議会等に要望していける内容がないか考えていきたいと思っているので、よろしくお願いする。 

〇田中委員：行政と共になって、これからの長沼町のまちづくりをどうやっていくか町民と語れる場がほ

しい。コロナ禍あけて間もないが、なかなかそういう場がなかった。私は商工会長の立場でこ

ういう場があるが、一般の方々はなかなかない。今回も３名から意見出ているが、気軽に話し

合える場所があれば良いと思っている。 

〇伊藤委員：パブコメもあり、本会議でも皆様から様々な意見があったと思うが、引き続き進捗管理も定

期的に行っていくとのことであるので、地域の課題を一つ一つ解決できるよう引き続き皆様と

議論しながら、計画や戦略は策定して終わりというわけではなく、今後も皆様や町民の方々が

一丸となって連携・協働して取り組んでいただけたらと思う。先週土曜日に道央圏の中樹林道

路が開通した。長沼南幌道路はまだ整備途中だが、今後石狩小樽方面からアクセス向上するの

で、長沼町の交流人口拡大につながればと期待している。今回の戦略にも義務教育の充実とい

う項目が盛り込まれているが、長沼町の来年度予算では、小中一体の学校校舎建設とか、給食

センターの運営支援、学校の情報発信技術に係る更新等、子どもたちを取り巻く教育環境の充

実に注力されていると承知している。振興局としても地域づくり総合交付金はじめ、過疎対策
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事業債等、必要な財源の確保に微力ながら協力していく。配布した資料で簡単に情報提供をす

る。令和７年度空知総合振興局独自事業についてということで、来年度に予定している主な事

業について記載している。前回会議で政策展開方針を情報提供したが、４つのプロジェクトに

基づき来年度実施する予定のもの。「地域の歴史や資源を活かした空知の魅力発信プロジェク

ト」「空知と多様な形で関わりを持つ人材創出プロジェクト」「日本遺産炭鉄港を活用した交流

人口プロジェクト」「一次産業の未来を広げる産業振興プロジェクト」を掲げている。振興局で

主体的にできる事業ということで毎年周知しており、長沼町に関連するものをいくつか紹介す

る。北海道空知魅力発信事業では、空知ならではの観光・物産やライフスタイル等の情報を首

都圏等に広く発信し、空知地域への関心理解を深めて、空知ファンを獲得し、人とモノの流れ

を創出するとなっている。今年度は空知応援大使の鈴井貴之氏に出演いただき、管内 24 市町

のショート動画を作成し、長沼町でも作成した。空知食の応援アンバサダーのフリーアナウン

サー佐藤麻美氏にも協力いただき、空知管内のバスツアーを行っている。今年度は中空知中心

に冬のバスツアーを行ったが、大変好評であり南空知は未実施なので、令和７年度はぜひ南空

知で開催したいと思っている。次に地域おこし協力隊の活動応援事業だが、昨年４月に協力隊

員の有志で空知地域おこし協力隊ネットワークを立ち上げた。協力隊マルシェや地域への定着

をテーマした交流研修会等を開催した。次は前回会議でも話したが、公共交通維持のためバス

運転手を必要としており、振興局では今年度からバス運転体験と就職相談会をセットで開催し、

地域交通の維持確保に向けた取り組みを行っている。市町を超えるような広域的な路線の維持

確保については、南空知の方で協議会の場等を活用し、関係市町や事業者と検討協議を進めて

いきたいと思っている。炭鉄港は直接長沼町に関係ないかもしれないが、小樽や室蘭とのつな

がりもあるので、関係人口の創出等、少しでも長沼町にも影響あるように波及させていきたい

と思っている。一次産業については、スマート農業推進や、土づくり人づくりということで持

続的な空知農業の発展を推進していきたいと思っている。 

〇中川委員：来月から転勤することになった。長沼支店長として本会議に参加させていただき、良い経験

となった。パブリックコメント等拝見すると、お褒めの言葉もあれば、厳しいご意見もあるが、

こういった意見の積み重ねが将来的な長沼町の未来につながっていくと思っている。私はいな

くなるが、引き続き皆さんよろしくお願いする。 

〇鈴木委員：今後のキーワードはパブリックコメントにもあったが、スピード感、情報発信、これからの

具体的・効果的な施策という３つが大事かなと思う。資料配布したが、こちらが役に立てるこ

とはないのかなというところでの紹介である。創業については支援できると思ったのだが、総

合戦略の 11 ページに学校との連携事業というのがあった。そこでは卒業後の起業につなげる

ための取組を進めるということだが、前々回の会議で高校生に対するアントレプレナーシップ

の育成に取り組んでいるというお話をさせていただき、ご紹介の資料をお持ちした。公庫では

高校生ビジネスプラングランプリという取組を実施しており、令和７年度で 13 回目になり、

年々参加校と参加プランが増えているという状況。今年の１月には 12 回目のビジネスプラン

グランプリが東京で開催され、グランプリは宮城県の農業高校であった。ビジネスプランを高

校生に考えていただき、自ら学び、考え、課題を見つける力や、論理的な思考力、他者と協働

しながら課題を解決する力を育むという目的になっている。もう１枚の資料は、札幌市の図書

館でビジネスプランの発表会を開催したもの。セミファイナリストでベスト 20 に選ばれた札

幌日本大学高校や、ベスト 100の同じく札幌日本大学高校、札幌西高校、帯広農業高校、大谷

室蘭高校、札幌平岸高校のほか、ニセコ高校や旭川明成高校に参加してもらった。道内ではこ

の他にもビジネスプラングランプリに参加している高校があり、旭川実業高校や北嶺高校は学

校賞に選ばれている。例年、北海道では３月頃から北海道教育委員会の後援を受け、学校長協

会等に周知協力を依頼している。また、学校では総合的な探求の時間のカリキュラムを組まれ

るそうだが、４月以降に各校の要望に応じて公庫の職員が出張授業ということでサポートをし

ている。グランプリに参加した高校生が大学生や社会人になって、自ら起業して商売を始めて

いる方もいる。例えば、スキマバイトアプリのタイミーという会社があるが、その代表者もこ
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のビジネスプラングランプリに参加し、ファイナリストに選ばれなかった悔しさをバネに開発

を進めて商売を始めている。長沼高校はこれまでに参加したことがないが、起業につながらな

くても協働の力等を育むことができるので、参考になればということで紹介させていただいた。 

〇会 長：長沼高校にも参加していただきたいし、長沼を土台にした形で周辺の高校生が参加していただ

けたら嬉しいかなと思う。是非、教育長にも紹介していただきたいと思うのでよろしくお願い

する。 

〇坂本委員：委員として非常に貴重な機会をいただいた。長沼町のみならず、南空知について勉強する機

会になった。できあがった総合戦略に沿って政策展開され、それに対し議会がどういうような

判断をするか、いろいろ動きが出てくるかと思うが、先ほど鈴木委員の発言にもあったように、

総合戦略を広く町民の皆様に理解していただくということが大事なんだろうなと。町民の方々

から、この総合戦略に沿った動きを見ながらいろいろ意見が出てくるのだと思う。その意見を

フィードバックしてまちづくりに役立てていくと。そういう有機的な取り組みができれば、単

なる紙の上での戦略ではなく、より意味のあるものにつながっていくのだろうと期待している。

私も４月で異動になり、推進会議委員としては今日が最後になる。今後の総合戦略の継承とい

うような責には、私の後任がぜひご協力させていただければと思っている。非常に貴重な機会

を与えていただき、ありがとうございました。 

〇下斗米委員：こういう会議があり、我々町民が生活できるんだなと改めて思った。私は総合振興計画審

議委員であるが、PTA 連合会長でもあり、子どもたちの暮らし方が気になるところ。私の娘は

小学生と中学生だが、やはり医療関係。長沼町は過去には小児科があり、昔には産婦人科もあ

った。子どもと生活している中で病院が近くにないことがすごく不安で、恵庭に行かれた小児

科医がいたときは、仕事をしていて急に子どもの熱が出たりした場合、預かってくれる施設が

あったかと思う。すごく便利で、あったほうが良いなと思う。あったり、なかったりだと親と

しては不安なので、長沼町に小児科ができて、さらには預かってくれる施設もあれば人も増え

てもくると思う。一番気になるのは、小児科がないことで主治医が岩見沢行ったり札幌行った

りする。娘が小さい時に救急車で何度か運ばれたが、救急車を呼んでも小児科がないため、救

急車が家の前に 30 分待機して探すという感じで親として不安だった記憶がある。小児科や子

どもが快適に過ごせる施設が長沼町にあれば、もっと住みよい町になると思う。「努めます」を

「取り組みます」に修正したが本当に取り組んでほしい。10年くらい待っている。さらに言う

と子どもを持つ親は病院をほしくてもどこに言えば良いかわからない。パブリックコメントの

ことを知っている方は良いが、どこでそれを見つけるんだというところから始まる。もっと気

軽に対応していただけるような仕組みを明確につくっていただければ、町民の方も不安が軽減

されると会議に出て思った。決めていくのは我々なのかもしれないが、もう少し結果が見える

ような対応をしてほしいなと会議に出て思った。 

〇会 長：田中委員の発言にもあったが、町民の方々とお話をできる場をつくってみたいと個人的に思っ

ているので、町とも相談させていただきながらつくりたいと思う。パブリックコメントにもあ

ったワンストップ窓口について、長沼町は比較的小規模なシステムで、隣の机で執務されてい

る方となんでも話ができるような感じもあるが、なかなかそこは難しく、大きな組織だとまた

それがうまくいかない部分もあり難しい。風通しの良い組織をつくっていけば、町民の意見を

聞くことができ、それが生活環境をつくっていくことになると思う。下斗米委員は小児科の話

から続けていただいたが、是非、そういうことも含めて取り組んでいただきたいと思っている。

皆様のご意見から長沼町に対する愛情を感じ、パブリックコメントを寄せていただいた方も含

めて、町民の方々がより良いまちづくりを目指しておられることを感じている。最後に成田副

会長から総括的にお話いただければと思う。 

〇副会長：貴重なご意見をいただき本当に感謝申し上げる。本会議は今まで積み上げてきたものを定期的

に検証しながら進めていくということである。今回は町民の意見も踏まえながら大枠を委員皆

様と決めさせていただいたが、今後は役場の方でしっかりと色付けをしていただきながら町民

の付託に応えるというのが行政の仕事であるし、また、我々委員としても実際に経済を動かし
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ている年代であるので、いろいろな要望を我々も受けながらしっかりとまちづくりをしていか

なければならないと感じている。今できること、２年後できること、５年後できること、それ

ぞれ検証しながらその都度、行政の方々、町民の方々とも意見を交わしながらより良いまちづ

くりについて検討してまいりたいと思うので、よろしくお願いする。 

〇会 長：基本的にはこれで終わりではなく、これから取り組んでいただくことになる。議事は以上で終

わりとさせていただく。運営が悪くご迷惑をかけた部分もあると思うがご容赦いただき、これ

からの取組に期待する。 

 

４．閉会 

〇事務局：お礼の挨拶をさせていただく。委員皆様からそれぞれの知見を授けていただき第３期計画ができた

こと、この場を借りて感謝申し上げる。計画は非常に幅広に記載している。理由として、国の交付

金を町民の皆様のニーズに沿った形で入れるということは、限定して決めるよりも幅広に決めた方

が入りやすいという側面もある。誤解のない形で進めていきたいと思うし、あくまでも取り組みと

いう形を全面に出した計画になっているので、町民と共に協働のまちづくりを進めさせていただき

たいことをお約束して、長沼町まち・ひと・しごと創生推進会議を閉会とさせていただく。誠にあ

りがとうございました。 


